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本
田

　光
子

H
O
N
D
A M

itsuko

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

長
沢
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子

Karako-style Children and Puppies in Nagasaw
a Rosetsu’s Paintings

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
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貨
郎
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と
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古
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〇
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江
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〇
一

六
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一 

唐
子
図
に
つ
い
て
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下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 
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次
の
文
献
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し
た
。
金
子
信
久
『
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絵
画
史
　
た
の
し
い
日
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美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
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一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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深
山
孝
彰
「
芦
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沢
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録
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二 

中
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吉
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Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
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位
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一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。



愛知県立芸術大学紀要　No.53（2023）

— （27） —

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

図1　渡辺始興「芭蕉竹仔犬図屏風」六曲一双のうち芭蕉隻、江戸時代・18世紀
　 　  （大和文華館蔵）

図2　円山応挙「芭蕉童子図屏風」
　　   二曲一隻、明和6年（1769）（個人蔵）

図3　「蕉陰撃球図」南宋時代・12-3世紀
　　   （北京故宮博物院蔵）

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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深
山
孝
彰
「
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一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 
通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 
性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

図5　長沢蘆雪「岩上猿・唐子遊図屏風」六曲一双のうち唐子遊隻、江戸時代・18世紀半ば（個人蔵）

図4　長沢蘆雪「唐子睡眠図」一幅、江戸時代・18世紀後半（皇居三の丸尚蔵館蔵）
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Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

図5　長沢蘆雪「岩上猿・唐子遊図屏風」六曲一双のうち唐子遊隻、江戸時代・18世紀半ば（個人蔵）

図4　長沢蘆雪「唐子睡眠図」一幅、江戸時代・18世紀後半（皇居三の丸尚蔵館蔵）



— （32） —

長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
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三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 
犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 
絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 
躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 
深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。
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長沢蘆雪の唐子と狗子

Nagasaw
a Rosetsu

（1754-99

） is w
ell know

n for his paintings depicting 

puppies and Chinese-style children called Karako. This paper analyzes the 

reason he paints m
any puppies and children from

 the perspective of the 

iconography and its m
eaning, the social background and Rosetsu’s personal 

affairs.In China, not only children but also dogs have a positive m
eaning on 

prolificacy and prosperity. Children and dogs have been a m
ain subject of a 

paintings since the Song dynasty.  H
ow
ever, they did not em

erge in Japan 

until the late 18th century.

As its background, children’s social position changed from
 the labor 

force to the treasure of the fam
ily in Edo era, and adults began to cherish 

children. O
n the other hand, even Rosetsu’s teacher M

aruyam
a Ō
kyo 

painted dogs as a new
 subject, although there is no record of a trend w

here 

dogs w
ere kept as pets. Therefore, Ōkyo’s paintings depicting dogs m

ay be 

adopted as a talism
an to protect children’s health.

Rosetsu follow
ed his teacher’s repertoire. H

e lost several of his 

children, yet he is fond of them
 because he grasped their characteristics in 

his paintings.

In conclusion, Rosetsu painted m
any children and puppies as sym

bols 

that reflected the treatm
ent of children in society at that tim

e w
ith an 

earnest desire for children’s grow
th.

は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
に
活
躍
し
た
長
沢
蘆
雪（
宝
暦
四-

寛
政
十
一
年（
一
七

五
四-

九
九
））
は
、
数
多
く
の
唐
子
す
な
わ
ち
中
国
風
の
姿
を
し
た
子
ど
も
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
師
で
あ
る
円
山
応
挙（
享
保
十
八-

寛
政
七

年（
一
七
三
三-

九
五
））の
得
意
と
し
た
狗
子
、子
犬
を
も
多
く
描
い
た
。唐
子
や

狗
子
を
多
く
描
き
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
論
で

は
社
会
背
景
を
中
心
に
、
図
像
の
意
味
と
系
譜
、
作
画
上
の
モ
チ
ー
フ
の
交
換
可

能
性
、
絵
師
自
身
の
個
人
的
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
分
析
す
る
。
そ
し
て
蘆
雪
の
作

品
は
子
ど
も
が
愛
し
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
子
宝
」
へ
と
社
会
で
の
認
識
を
大
き
く

変
え
る
江
戸
時
代
中
期
の
様
相
を
背
景
に
、
狗
子
が
も
と
も
と
子
ど
も
の
守
護
と

成
長
祈
願
を
込
め
た
吉
祥
画
の
意
味
を
担
う
が
ゆ
え
に
人
気
を
博
し
た
と
結
論

す
る
。

一. 

唐
子
と
狗
子
の
意
味
と
図
像

蘆
雪
は
唐
子
と
共
に
、
応
挙
の
十
八
番
で
も
あ
る
狗
子
を
多
作
し
た
。
子
ど
も

と
子
犬
は
ど
ち
ら
も
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
見
る
も
の
を
和
ま
せ
る
。
両
者
が

一
つ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
例
も
あ
り
、
蘆
雪
に
と
っ
て
子
犬
は
子
ど
も
の
擬
人

化
な
ら
ぬ
「
擬
犬
化
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
﹇
註
一
﹈。
そ
れ

は
両
者
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
対
象
に
寄
せ
る
心
情
の
近
さ
を
推
測

し
て
な
さ
れ
た
指
摘
だ
が
、
そ
も
そ
も
絵
画
史
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
犬
は
当

初
か
ら
可
愛
ら
し
い
無
垢
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
当
時

に
お
け
る
唐
子
と
犬
の
意
味
と
図
像
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
確
認

す
る
。

（
一
）意
味―

吉
祥
・
仏
教
・
言
葉
遊
び

中
国
で
唐
子
は
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
﹇
註
二
﹈。
絵
画
や
工
芸

品
に
あ
し
ら
わ
れ
る
唐
子
は
ほ
と
ん
ど
が
男
児
で
、
男
の
子
を
得
た
い
と
い
う
切

実
な
願
い
が
、
連
綿
と
伸
び
る
蔓
性
の
植
物
や
、
種
子
の
多
い
植
物
と
合
わ
せ
て

文
様
に
も
な
っ
て
い
る
。唐
子
を
文
様
風
に
集
合
さ
せ
る「
百
子
図
」は
そ
の
最
も

わ
か
り
や
す
い
例
だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
唐
子
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
子
ど
も

の
誕
生
や
成
長
へ
の
祈
り
を
含
意
し
た
。

犬
も
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
吉
祥
的
意
味
合
い
を
持
つ
。
南
宋
の
毛
益
と
伝
わ

日
本
で
は
中
国
故
事
や
文
人
・
仙
人
あ
る
い
は
高
僧
等
の
道
釈
人
物
図
に
付
き

従
う
侍
童
を
除
け
ば
、
唐
子
は
長
ら
く
主
要
な
画
題
で
は
な
か
っ
た
﹇
註
一
一
﹈。
古

い
例
で
「
唐
子
布
袋
図
」
や
、
禅
の
十
牛
図
で
牛
を
手
懐
け
る
童
子
や
、
寒
山
拾
得

を
童
子
姿
で
描
く
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
皇
居

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
あ
た
り
ま
で
、
多
数
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
は
画
題
と
し
て
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
な
く
日
本
の
子
ど
も
を
描
く
例
は
、
絵
巻
や

遊
楽
図
の
点
景
人
物
や
風
俗
画
の
一
部
以
外
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
に
浮
世
絵
で

子
ど
も
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

応
挙
や
蘆
雪
の
活
躍
期
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

犬
が
絵
の
主
題
と
な
る
の
は
、中
国
で
花
鳥
画
が
成
立
・
流
行
す
る
唐
代
以
降
、

日
本
に
伝
わ
る
作
品
で
は
先
述
の
毛
益
や
李
迪
筆
と
さ
れ
る
慶
元
五
年
（
一
一
九

九
）
銘
の
「
狗
図
」
対
幅
、
同
じ
く
李
迪
と
伝
承
す
る
親
子
の
犬
図
、
降
っ
て
明
代

の
紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
﹇
註
一
二
﹈。
こ
れ

ら
は
宮
中
の
庭
園
で
飼
わ
れ
て
い
た
愛
玩
動
物
で
あ
り
、
紀
鎮
作
に
見
ら
れ
る
文

様
を
彫
り
込
ん
だ
テ
ラ
ス
の
縁
石
は
、
こ
こ
が
戯
嬰
図
の
主
な
舞
台
で
も
あ
る
邸

の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
李
迪
の
対
幅
に
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
箱
書
、
狩
野
常
信
に
よ
る
模
本
や
倣
古

作
が
あ
る
ほ
か
、
図
様
は
徽
宗
の
作
と
し
て
本
圀
寺
に
伝
わ
っ
た
作
例
（
現
在
は

嵯
峨
美
術
大
学
蔵
）
と
共
通
し
、
伝
徽
宗
作
は
若
冲
の
「
厖
児
戯
帚
図
」
な
ど
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
像
の
由
来
に
高
名
な
画
家
や
皇
帝
の
名
を
冠
す

る
よ
う
に
、高
貴
に
し
て
稀
少
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

中
国
絵
画
の
犬
は
毛
を
細
筆
で
描
く
毛
描
き
が
特
徴
的
だ
が
、
十
六
世
紀
の
朝

鮮
で
犬
を
多
く
描
い
た
李
巌
の
作
例
で
は
墨
面
や
色
面
を
多
用
す
る
表
現
が
選
ば

れ
る
。
中
国
と
朝
鮮
の
絵
画
を
截
然
と
分
類
し
て
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
日
本
で

る「
萱
草
遊
狗
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）で
犬
と
と
も
に
描
か
れ
る
萱
草
は
、妊
婦
が

男
子
誕
生
を
祈
り
腰
に
下
げ
る
風
習
か
ら
母
と
子
を
象
徴
す
る
花
と
も
な
り
、
犬

の
親
子
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
誕
生
や
子
孫
繁
栄
と
い
う
吉
祥
図
像
で
あ
る
。
対

幅
の
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
も
「
猫
（m

āo

）」・「
蝶
（dié

）」
の
組
み
合
わ
せ
が
「
耄

（m
áo

、七
十
歳
）」・「
耊（dié

、八
十
歳
）」に
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
長
寿
を
表
し
、

太
湖
石
・
蜀
葵
に
も
長
寿
や
忠
孝
と
い
う
吉
祥
の
意
味
が
あ
っ
た
。

日
本
で
も
犬
の
多
産
と
安
産
に
あ
や
か
る
べ
く
妊
娠
中
の
戌
の
日
参
り
、
産
所

や
雛
飾
り
に
用
い
る
犬
張
子
、子
ど
も
の
安
全
と
成
長
を
祈
り
額
に「
犬
」の
朱
字

を
書
く
〈
い
ん
の
こ
〉
な
ど
、
犬
に
は
出
産
や
女
性
を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
、
多

産
・
安
産
・
子
孫
繁
栄
に
子
供
の
成
長
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
る﹇
註
三
﹈。

こ
う
し
て
唐
子
と
犬
に
は
民
俗
的
な
背
景
に
由
来
す
る
吉
祥
の
意
味
が
見
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
犬
に
は
さ
ら
に
も
う
二
つ
、
異
な
る
角
度
か
ら
意
味
が
付

与
さ
れ
て
き
た﹇
註
四
﹈。

そ
の
一
つ
目
が
、
禅
の
公
案
「
趙
州
狗
子
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
代
の
僧
無
門

慧
開
に
よ
る
公
案
集『
無
門
関
』に
収
録
さ
れ
た
、「
犬
に
も
仏
性
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
趙
州
が「
無
」と
答
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
画
題
で
あ
る﹇
註
五
﹈。

俵
屋
宗
達
の「
狗
子
図
」（
個
人
蔵
）は
一
糸
文
守
に
よ
る
賛
が
こ
の
公
案
を
踏
ま

え
る
ほ
か
、丹
崖
無
染
に
よ
る
後
賛
を
伴
う「
双
犬
図
」（
細
見
美
術
館
蔵
）は
禅
に

説
か
れ
る
二
元
を
黒
と
白
の
犬
で
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る﹇
註
六
﹈。さ
ら
に
宗
達
の

た
ら
し
こ
み
技
法
と
こ
の
公
案
と
を
関
連
付
け
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
註
七
﹈。

若
冲
の「
厖
児
戯
帚
図
」（
鹿
苑
寺
蔵
）は
無
染
浄
善
に
よ
る
賛
が
示
す
よ
う
に
、寒

山
拾
得
の
寒
山
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ
る
箒
と
趙
州
狗
子
と
が
併
せ
て
描
か
れ

仏
教
的
主
題
を
強
調
す
る
ほ
か
、若
冲「
百
犬
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
も
一

匹
の
犬
が
箒
の
切
れ
端
を
咥
え
て
い
る
。応
挙
お
よ
び
蘆
雪
も
、白
隠
門
下
の
禅
僧

指
津
宗

　や
斯
経
慧
梁
と
の
交
流
を
通
し
て
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。

犬
に
見
出
さ
れ
る
意
味
の
二
つ
目
が
、言
葉
遊
び
で
あ
る
。よ
く
知
ら
れ
る「
一

笑
図
」
は
竹
の
下
に
犬
を
配
し
て
「
笑
」
の
漢
字
を
な
す
と
い
う
、
蘇
軾
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
文
字
遊
び
で
あ
る
。
犬
は
人
間
に
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
の
題
材
に
よ
く
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
蘆
雪
の
「
竹
林
に
狗

子
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
に
は
「
竹
林
の
七
賢
」
と
「
七
犬
」
が
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、伊
藤
若
冲
の「
百
犬
図
」は
百
狗
子
図
と
い
う

言
い
換
え
か
ら
百
子
図
を
連
想
さ
せ
る
〈
見
立
て
百
子
図
〉
の
趣
向
が
今
橋
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
八
﹈。

こ
う
し
た
出
産
に
ま
つ
わ
る
吉
祥
的
な
意
味
と
仏
教
的
な
意
味
、
さ
ら
に
言
葉

遊
び
は
、犬
の
図
像
に
お
い
て
複
合
的
に
重
な
り
合
う
。同
様
の
例
に
、蓮
池
水
禽

図
が
あ
る
。蓮
に
は「
恋
」と
の
音
通
や
、蓮
子（
蓮
の
実
）か
ら
次
々
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
「
連
子
」、
さ
ら
に
夫
婦
和
合
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
仏
教
伝
来
後
は

中
国
の
文
人
に
よ
る
蓮
へ
の
視
線
と
も
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
菩
薩
の
聖

性
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
蓮
と
唐
子
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
も

あ
り
、吉
祥
お
よ
び
宗
教
的
意
味
が
一
つ
の
図
像
に
併
存
す
る﹇
註
九
﹈。

（
二
）図
像
の
伝
播
と
変
容

中
国
で
子
ど
も
が
絵
の
主
題
と
し
て
成
立
し
た
の
は
宋
代
以
降
、中
で
も
唐
の
周

昉
を
継
承
す
る
士
女
図
の
名
手
、南
宋
の
蘇
漢
臣
は
子
ど
も
絵
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
、代
表
作「
秋
庭
戯
嬰
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）を
は
じ
め
多
数
の

戯
嬰
図
に
彼
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。他
に
貨
郎
図
を
描
く
李
崇「
市
擔
嬰
戯
図
頁
」

南
宋
・
嘉
定
三
年
銘（
一
二
一
〇
）（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）の
他
、明
代
に
は
呂

文
英
、周
臣
、陳
洪
綬
、丁
雲
鵬
、仇
英
ら
が
子
ど
も
を
題
材
に
描
い
て
い
る﹇
註
一
〇
﹈。

は
、
李
巌
に
連
な
る
面
的
な
階
調
に
よ
る
表
現
が
比
較
的
多
い
。
没
骨
描
を
活
用

す
る
俵
屋
宗
達
の
作
例
、李
巌「
双
狗
図
」（
個
人
蔵
）を
中
国
人
画
家
王
元
章（
王

冕
）の
作
と
し
て
画
譜
に
掲
載
す
る
大
岡
春
卜
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）刊
『
和

漢
名
画
苑
』と
こ
れ
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
蕪
村
の
小
襖「
狗
子
図
」が
知

ら
れ
る
。

応
挙
の
犬
は
渡
辺
始
興
に
倣
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
本
は
伝
わ

ら
な
い
も
の
の
多
数
の
子
犬
が
寄
り
添
っ
て
眠
る
様
子
を
描
い
た
毛
益
画
の
模

写
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
て
い
る﹇
註
一
三
﹈。始
興
・
応
挙
の
犬
は
出
自
で
あ

る
狩
野
派
の
ゆ
か
り
で
、
元
を
た
ぐ
れ
ば
中
国
・
朝
鮮
の
絵
画
へ
と
至
る
犬
図
の

系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

明
代
に
は
職
業
画
家
に
よ
り
犬
を
抱
く「
唐
子
図
」（
個
人
蔵
）も
描
か
れ
、萱
草

や
富
貴
を
象
徴
す
る
芙
蓉
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
モ
チ
ー
フ
で
満

た
さ
れ
て
い
る
﹇
註
一
四
﹈。
こ
の
作
例
は
若
狭
国
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
旧
蔵
品
で
、

す
な
わ
ち
大
名
家
に
伝
来
し
た
。他
に
も
、犬
を
抱
く
唐
子
の
図
は
寛
延
三
年（
一

七
五
〇
）刊
行
の
吉
村
周
山『
和
漢
名
筆
画
英
』巻
之
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
三
）日
本
の
風
俗
と
し
て
の
唐
子

「
唐
子
」
が
示
す
中
国
風
の
衣
装
に
は
、
兜
々
と
い
う
腹
掛
け
と
、
子
ど
も
の
頭

頂
部
や
頭
部
左
右
に
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
上
げ
、
残
っ
た
髪
を
結
う
唐
子
髷
が

含
ま
れ
る
の
だ
が
、
日
本
で
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
唐
子
髷
の
風
習
が
長
く

続
い
た
上
、
お
お
よ
そ
近
世
以
降
は
腹
掛
け
を
幼
児
に
着
せ
て
い
た
。
絵
巻
な
ど

の
描
写
か
ら
、
中
世
ま
で
乳
児
は
ほ
ぼ
裸
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
国
で
は

唐
・
宋
時
代
か
ら
着
用
さ
れ
て
い
た
兜
々
に
は
、
魔
除
け
や
無
病
息
災
、
長
寿
に

多
子
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
寝
冷
え
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
子
が
描
か
れ
て
い
て
も
着
物
の
着
衣
法
や
環
境
描
写
に
よ

り
中
国
の
子
ど
も
か
、日
本
の
子
ど
も
か
が
判
断
さ
れ
る
。

中
世
を
中
心
と
す
る
唐
子
と
子
ど
も
の
図
像
に
つ
い
て
の
論
考
で
黒
田
日
出

男
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
屏
風
を
定
点
観
測
に
用
い
て
そ
の
増
減
を
分
析
す

る
。唐
子
姿
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
す
る（
歴
博
甲
本
一
〇
人
、東
博
模

本
三
〇
人
、上
杉
本
六
人
）の
に
対
し
、十
七
世
紀
以
降
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
子
姿
は
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
流
行
し
た
も
の
と
結
論

す
る﹇
註
一
五
﹈。確
か
に
十
七
世
紀
の
風
俗
画
や
遊
楽
図
に
も
唐
子
髷
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
十
八
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
で
頻
見
さ
れ
、
第
二
の
流
行
期

を
迎
え
る
よ
う
だ
。

二
． 

犬
と
子
ど
も
の
社
会
的
位
置

唐
子
と
狗
子
が
、
吉
祥
や
仏
教
の
意
味
合
い
を
担
い
、
中
国
宋
代
か
ら
明
代
へ

と
描
か
れ
、
朝
鮮
の
図
像
と
と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
て
写
し
継
が
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
し
か
し
中
国
で
は
す
で
に
宋
代
に
成
立
し
て
い
た
子
ど
も
絵
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
で
は
長
く
成
立
せ
ず
、
犬
も
応
挙
以
前
に
は
あ
ま
り
主
要
な
画

題
と
な
ら
か
っ
た
。
な
ぜ
十
八
世
紀
に
犬
や
子
供
が
多
く
描
か
れ
、
画
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）犬
の
位
置

犬
は
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
ま
た
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
か

ら
人
の
近
く
に
生
き
て
き
た
﹇
註
一
六
﹈。
貴
顕
に
可
愛
が
ら
れ
た
犬
が
い
る
一
方

で
、
巷
の
犬
は
人
糞
を
喰
ら
い
、
人
肉
を
喰
ら
っ
た
。
死
体
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
捨

て
ら
れ
た
病
人
の
場
合
も
あ
る
。
犬
が
人
の
足
を
咥
え
て
闖
入
す
れ
ば
穢
れ
の
対

象
と
な
っ
た
ほ
か
、犬
自
身
の
死
や
出
産
も
ま
た
、物
忌
の
理
由
と
な
っ
た
。

清
少
納
言『
枕
草
子
』七
段
の
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
次
の
通
り
だ﹇
註

一
七
﹈。
中
宮
定
子
の
元
で
飼
わ
れ
て
い
た
翁
丸
と
い
う
犬
が
一
条
天
皇
の
怒
り
を

か
っ
て
犬
島
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
物
音
に
宮
中
の
犬
た
ち
が
一
斉

に
駆
け
て
い
く
の
で
何
か
と
思
え
ば
、
翁
丸
が
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
蔵
人

が
打
ち
懲
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
か
さ

れ
る
が
、
怪
我
を
し
た
犬
が
や
っ
て
き
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
涙
を
流
し
た
の
で

翁
丸
だ
と
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
宮
中
で
複
数
の
犬
が
名
付
け
て
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
勘
気
を
被
れ
ば
打
擲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
怪
我

を
し
て
い
る
犬
を
誰
も
手
当
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
人
と
犬
の
間
に
は
お
お
よ
そ

こ
の
よ
う
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
井
で
も
犬
は
放
し
飼
い
が
長
く

続
い
た
。

江
戸
時
代
は
明
和
年
間
に
始
ま
っ
た
犬
の
伊
勢
参
り
は
、
飼
い
犬
が
主
人
に
代

わ
っ
て
道
中
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
伊
勢
ま
で
参
詣
し
て
戻
っ
て
く
る

と
い
う
。
さ
ら
に
孝
行
犬
の
逸
話
が
複
数
伝
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
犬
が
弱
っ

て
も
室
内
で
飼
っ
た
り
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
生
類
憐
れ
み
の
令
で

保
護
さ
れ
た
野
犬
も
将
軍
代
替
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人

の
記
録
か
ら
も
、野
良
犬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
暁
鐘
成
（
一
七
九
一
生
）
が
『
犬
狗
養
畜
伝
』
を

刊
行
す
る
な
ど
、
庶
民
層
に
も
愛
玩
動
物
が
流
行
し
た
﹇
註
一
八
﹈。
応
挙
が
子
犬
の

絵
を
数
多
く
描
く
の
は
鐘
成
よ
り
相
当
早
い
が
、
常
に
身
近
な
動
物
で
あ
る
犬
へ

の
視
線
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

絵
巻
や
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
風
俗
図
、
絵
草
紙
、
浮
世
絵
な
ど
に
は
人
間
の

営
み
の
傍
ら
に
犬
が
よ
く
描
か
れ
る
。「
病
草
紙
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）で
は
鬼

の
霍
乱
つ
ま
り
急
性
胃
腸
炎
に
罹
患
し
た
女
性
の
下
痢
に
犬
が
寄
っ
て
く
る
。

「
餓
鬼
草
紙
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
人
道
不
浄
相

で
は
、
死
体
を
犬
が
鴉
と
と
も
に
喰
う
。「
一
遍
聖
絵
」
巻
七
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
で
は
子
ど
も
が
連
れ
る
犬
へ
野
良
犬
が
吠
え
か
か
る
。
風
俗
描
写
の
臨
場
感

を
高
め
る
た
め
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
で
は
犬
が
盲
の
琵
琶
法
師
を
吠
え
た

て
る
様
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。歌
川
広
重「
名
所
江
戸
百
景
　
高
輪
う
し
ま
ち
」

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
食
べ
残
し
た
西
瓜
の
皮
が
散
る
辺
り
に
に
犬
が
い

る
。こ
う
し
た
描
写
か
ら
、犬
と
人
と
の
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）子
ど
も
の
位
置（
ⅰ
）中
世
ま
で

そ
れ
で
は
子
ど
も
の
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
国
家
の
指
導
原
理
で
あ
る
父
系
制
と
社
会
の
実
態
に
は
時
と
し
て

齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
先
祖
祭
祀
を
行
う
父
系
の
男
系
子
孫
を

得
る
た
め
男
児
の
誕
生
が
強
く
望
ま
れ
た﹇
註
一
九
﹈。妻
を
離
縁
で
き
る
条
件
の
筆

頭
は
「
男
児
を
産
ん
で
い
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
唐
子
が
ほ
ぼ
男
子
ば
か
り
で
、
そ

れ
が
大
勢
表
さ
れ
る
背
景
に
は
家
族
と
り
わ
け
女
性
へ
の
大
き
な
強
迫
観
念
が

感
じ
ら
れ
る
。

蘇
漢
臣
が
子
ど
も
絵
で
名
を
馳
せ
た
宋
代
以
降
は
、
儒
教
道
徳
の
再
構
築
か
ら

女
性
に
貞
節
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
う
。
唐
代
は
宗
族
＝
父
系
親
族
の
秩

序
が
優
先
さ
れ
た
が
、宋
代
に
一
夫
一
婦
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、小
家
族
の
ま
と
ま

り
が
明
確
に
な
っ
た
。
明
代
半
ば
以
降
に
は
さ
ら
に
父
系
を
重
視
す
る
気
の
生
成

論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
財
産
は
長
子
が
全
て
を
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
息
子
た
ち

全
員
で
分
配
す
る
た
め
長
期
に
渡
り
巨
財
を
保
持
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
類
縁
者

が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
し
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
宋
代
に
戯

嬰
図
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
全
体
の
成
熟
に

加
え
、家
族
の
あ
り
よ
う
と
子
ど
も
へ
の
関
心
も
ま
た
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
状
況
を
子
ど
も
史
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
る
と﹇
註
二
〇
﹈、古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
庶
民
層
で
は
飢
餓
・
貧
困
に
よ
り
多
く
の
捨
て
子
・
子
売

り
が
横
行
し
た
。
光
明
皇
后
が
興
福
寺
内
に
設
置
し
た
施
薬
院
と
別
所
・
悲
田
院

も
満
杯
で
環
境
が
悪
化
し
、貞
観
九
年（
八
六
七
）に
は
捨
て
子
禁
止
令
が
出
さ
れ

る
も
効
果
の
ほ
ど
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
誘
拐
の
ほ
か
、
親
に
よ
る
子
の
質
入
れ
・

子
売
り
も
横
行
し
、下
人
・
奴
婢
な
ど
奴
隷
的
身
分
に
落
ち
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
四
十
四
に
は
、
達
智
門
の
下
に
幼
児
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
、
そ
の
子
が
し
ば
ら
く
生
き
て
い
る
の
で
気
に
し
て
夜

ひ
そ
か
に
見
に
行
く
と
、
犬
が
現
れ
る
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
を
犬
が
食
べ
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
乳
を
与
え
て
幼
児
を
生
か
し
て
い
た
と
い
う
﹇
註
二
一
﹈。
過
酷

な
社
会
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
犬
の
生
死
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

話
で
あ
る
。

「
御
成
敗
式
目
」に
は
親
の
子
に
対
す
る
絶
対
的
な
力
を
示
す
親
子
義
絶
が
記
さ

れ
る
。こ
の
仕
組
み
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
き
、
迷
子
は
保
護
や
記
録
の
対
象
と

な
っ
て
も
、親
が
捨
て
た
子
で
あ
れ
ば
人
々
は
哀
れ
と
思
っ
て
も
助
け
る
た
め
の

行
動
を
し
な
い
。あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
捨
て
子
が
、政
治

の
場
面
に
出
て
く
る
に
は
江
戸
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。犬
の
保
護
で
知
ら

れ
る
生
類
憐
れ
み
の
令
の
一
環
で
、捨
て
子
を
記
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。貞
享
四
年
令
で
は
牛
馬
の
遺
棄
と
合
わ
せ
て
捨
て
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
貴
族
の
日
記
や
説
話
集
、
文
書
・
証
書
・
記
録
類
か
ら
は
い
ず
れ

も
子
ど
も
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
が
う
か
が
え
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
子

ど
も
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る﹇
註
二
二
﹈。

子
ど
も
の
描
写
を
探
る
と
﹇
註
二
三
﹈、
社
会
的
上
位
者
が
鑑
賞
し
た
「
病
草
紙
」

の
肥
満
や
鼻
黒
の
親
子
な
ど
の
場
面
で
は
、〈
家
族
〉
の
証
と
し
て
親
と
揃
い
で
子

が
描
か
れ
る
。子
の
遊
ぶ
様
は「
扇
面
法
華
経
」（
諸
家
分
蔵
）や「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
恩
院
蔵
）
な
ど
数
多
く
描
か
れ
た
ほ
か
、
大
人
に
混
じ
っ
て
働
く
姿
も
「
松
崎

天
神
縁
起
絵
巻
」（
防
府
天
満
宮
蔵
）
な
ど
建
設
土
木
現
場
の
図
様
と
し
て
継
承
し

て
描
か
れ
る
。
男
児
に
よ
る
牛
馬
の
世
話
と
柴
刈
り
お
よ
び
竈
番
、
女
児
の
水
汲

み
も
当
時
の
記
録
類
と
照
合
さ
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
に
寺
院
で
召
し
使
わ
れ
る
稚
児
が
修
行
や
僧
侶
の
身
辺
の
世
話
、

男
色
の
相
手
や
祭
礼
芸
能
を
担
う
様
子
が
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
「
慕
帰
絵

詞
」（
西
本
願
寺
蔵
）や「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
石
山
寺
蔵
）に
多
く
見
ら
れ
る
。

女
房
文
学
や
貴
族
の
日
記
に
は
出
産
儀
礼
や
成
長
の
過
程
が
記
さ
れ
る
。『
源

氏
物
語
』
で
は
女
主
人
に
仕
え
る
女
童
が
、
衣
装
を
揃
え
た
り
そ
の
愛
ら
し
さ
で

主
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
子
ど
も
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
様
子
は
源

氏
絵
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
の
位
置（
ⅱ
）近
世
以
降

近
世
に
入
る
と
、
家
族
と
子
ど
も
の
在
り
方
が
変
化
す
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は

女
子
も
所
領
を
譲
ら
れ
、
夫
婦
別
財
で
後
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
と
な
る
。ま
た
、中
世
ま
で
は
、夫
婦
か
ら
な
る

核
家
族
に
加
え
て
農
村
で
は
複
数
家
族
の
共
住
集
落
が
営
ま
れ
た
。
近
世
に
は
夫

婦
と
跡
取
り
夫
婦
の
同
居
す
る
直
系
制
家
族
が
広
ま
り
、子
ど
も
は「
家
」財
産
の

継
承
者
と
し
て
、
さ
ら
に
親
へ
の
孝
養
や
追
善
供
養
が
期
待
さ
れ
た
。
農
村
で
も

十
八
世
紀
ま
で
に
直
系
制
家
族
が
庶
民
層
へ
定
着
す
る
。

そ
う
し
て
十
七
世
紀
に
現
れ
た「
子
宝
」思
想
は
、十
八
世
紀
に
は
広
く
社
会
に

浸
透
す
る
。
直
系
制
家
族
と
い
う
あ
り
方
に
加
え
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
の
両
方

が
達
成
さ
れ
て
子
ど
も
へ
の
注
視
が
期
待
と
愛
情
を
備
え
て
具
体
化
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
へ
と
変
化
す
る
。

幕
末
期
に
来
日
し
た
外
国
人
た
ち
が
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
る
「
子
ど
も
の
楽
園
」

と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
を
様
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る﹇
註
二
四
﹈。

十
六―

七
世
紀
に
は
、そ
れ
ま
で
の
造
形
言
語
・
モ
チ
ー
フ
の
蓄
積
を
活
か
し
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
生
活
風
俗
の
様
子
を
伝
え
る
名
所
絵
や
遊
楽
図

が
作
ら
れ
る
。
初
期
に
は
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
の
群
像
と
子
ど
も
が
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
子
ど
も
は
主
に
母
と
同
伴
し
て
い
る
。
名
所
で
の
遊
楽
や
歌

舞
伎
・
見
世
物
小
屋
へ
、大
人
の
物
見
遊
山
に
連
れ
添
い
遊
ぶ
子
ど
も
の
傍
ら
で
、

老
僧
に
従
う
小
僧
や
、
老
人
の
手
を
ひ
く
子
ど
も
、
茶
屋
や
物
売
り
の
母
に
抱
か

れ
る
赤
ん
坊
も
い
る
。
子
ど
も
連
れ
を
多
く
描
く
「
東
山
北
野
遊
楽
図
屏
風
」（
長

圓
寺
蔵
）東
山
隻
に
は
子
の
額
に
朱
を
押
す〈
い
ん
の
こ
〉の
風
習
も
描
き
込
ま
れ

る﹇
註
二
五
﹈。

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
大
人
に
連
動
し
て
子
ど
も
の
労
働
も
ま
た

強
化
さ
れ
た
こ
と
を
黒
田
氏
は
指
摘
す
る﹇
註
二
六
﹈。中
世
ま
で
の
身
分
秩
序
か
ら

「
兵
農
分
離
」へ
の
移
行
、
都
市
の
建
設
と
流
通
網
の
発
達
は
、
未
分
化
だ
っ
た
子

ど
も
の〈
遊
び
／
労
働
〉か
ら
労
働
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
変
化
す
る
。中
世

絵
巻
に
み
る
家
族
的
工
房
か
ら
、
徒
弟
制
に
よ
る
大
規
模
工
房
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。「
職
人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）で
は
扇
師
、弓
師
、鎧
師
な
ど
の
家
庭
内
産
業
の

様
子
が
活
写
さ
れ
、親
か
ら
子
へ
の
家
業
の
継
承
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。「
築
城

図
屏
風
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）
の
建
設
現
場
は
ほ
ぼ
大
人
ば
か
り
で
あ
る
。
遊

里
で
は
禿
が
働
き
、恋
文
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て「
彦
根
屏
風
」（
彦
根
城
博
物

館
蔵
）や
遊
楽
図
屏
風
に
登
場
す
る
。子
守
り
を
す
る
の
も
、中
世
ま
で
は
母
親
や

老
人
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
大
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
間
に
子
ど
も
が
担
う
よ
う

に
な
り
、十
八
世
紀
に
は
年
季
奉
公
の
子
守
、児
童
労
働
が
本
格
化
す
る
。住
吉
具

慶
「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
は
子
の
お
守
り
は
都
市
で
も
農

村
で
も
子
ど
も
で
あ
る
。さ
ら
に
子
ど
も
は
老
人
や
母
と
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

こ
う
し
た
点
景
人
物
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
絵
は
十
八
世
紀
後

半
以
降
に
よ
う
や
く
広
ま
る
。
そ
れ
は
主
に
浮
世
絵
が
、
役
者
や
遊
女
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
を
題
材
に
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る﹇
註
二
七
﹈。西
川
祐
信
の
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
絵
本
大
和
童
』
を
早
い
例
と
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
ら
が
子
ど
も
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
。
唐
子
姿
の
子
ど
も
た
ち
は

美
人
の
母
や
姉
と
共
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
年
中
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
人
の
風
俗
の
見
立
て
を
演
じ
た
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
鑑

賞
し
楽
し
む
た
め
の
玩
具
と
し
て
の
浮
世
絵
も
多
彩
に
生
み
出
さ
れ
る
。

一
方
で
、
子
宝
思
想
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
間
引
き
を
戒
め
る
作
例
も
確
認
で

き
る
。「
子
返
し
絵
馬
」（
埼
玉
・
白
髭
神
社
蔵
）
の
事
例
は
、
苦
し
い
生
活
の
実
情

を
伝
え
て
く
れ
る
。

三
． 

応
挙
と
蘆
雪
の
狗
子
／
唐
子

（
一
）応
挙
の
狗
子
図
＝
唐
子
図

応
挙
の
狗
子
の
図
様
は
、
渡
辺
始
興
の
作
品
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。始
興
の「
芭
蕉
竹
仔
犬
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
蔵
）は
右
隻

【
図
1
】に
芭
蕉
が
、左
隻
に
巨
岩
と
立
葵
、竹
が
配
さ
れ
、各
隻
四
、五
匹
ず
つ
の

白
、
黒
、
淡
墨
、
ぶ
ち
の
子
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
応
挙
は
始
興
の
他
の
作
品
と
と

も
に
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
、
再
構
成
し
て
自
作
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
八
﹈。

応
挙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
年
銘
の
「
狗
子
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
で
、
二
曲

一
双
の
右
隻
に
小
松
と
梅
擬
、
左
隻
に
竹
を
生
や
し
て
松
竹
梅
の
含
意
を
持
た

せ
、
左
右
隻
を
丸
い
土
坡
と
水
流
で
つ
な
ぎ
子
犬
を
散
ら
ば
せ
て
い
る
。
芭
蕉
や

岩
な
ど
思
想
的
含
意
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
子
犬
の
小
さ
さ
を
強
調
す
る
始

興
の
構
図
を
、よ
り
平
明
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
早
く
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の「
芭
蕉
童
子
図
屏
風
」二
曲
一
隻【
図

2
】が
伝
わ
る
。第
一
扇
に
は
岩
の
向
こ
う
に
う
ず
く
ま
る
者
、岩
の
上
で
大
き
な

芭
蕉
の
葉
を
手
で
引
っ
張
り
身
を
隠
す
者
の
二
童
子
が
お
り
、第
二
扇
に
は
岩
上
の

子
を
見
遣
り
な
が
ら
年
下
の
子
の
目
を
隠
す
者
、目
隠
し
さ
れ
た
子
を
指
差
し
て
尻

餅
を
つ
く
同
じ
く
ら
い
の
年
の
者
が
い
る
。幼
い
子
ど
も
二
人
の
着
衣
紐
が
右
方
向

に
伸
び
て
い
る
こ
と
や
姿
勢
か
ら
、岩
と
芭
蕉
に
仲
間
が
隠
れ
る
ま
で
鬼
と
な
っ
た

子
を
年
長
者
が
反
対
方
向
へ
向
か
せ
て
目
を
隠
し
た
と
こ
ろ
、つ
ま
り
か
く
れ
ん
ぼ

の
一
情
景
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。年
長
者
は
頭
頂
部
を
剃
り
、年
少
者
の
一

人
は
丸
刈
り
、も
う
一
人
は
一
部
を
剃
り
残
し
て
唐
子
風
の
髪
型
で
あ
る
。着
衣
か

ら
は
、彼
ら
が
日
本
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
う
し
た
芭
蕉
の
下
で
遊
ぶ
童

子
は
、始
興
の
犬
を
置
き
換
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
二
九
﹈。

芭
蕉
を
描
い
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
例
と
し
て
、
若
冲
に
よ
る
鹿
苑
寺
大
書
院
障

壁
画
の
大
床
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
若
冲
の
芭
蕉
図
に
は
描
か
れ
た
場
所
と
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
含
意
や
寺
社
、
さ
ら
に
謡
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ
て
き
た

﹇
註
三
〇
﹈。芭
蕉
は
寺
社
に
植
え
ら
れ
、自
宅
の
庭
で
は
忌
避
さ
れ
た
一
方
で
、中
国

で
は
文
人
が
好
ん
で
庭
園
に
植
え
、民
間
で
は〈
蕉
＝
招
〉の
音
通
で「
招
子
」と
い

う
男
子
を
得
る
吉
祥
の
意
味
を
持
つ﹇
註
三
一
﹈。中
国
の
唐
子
図
に
は
、「
蕉
石
戯
嬰

図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）や「
蕉
陰
撃
球
図
」（
同
）【
図
3
】な
ど
、巨
大
な
奇
岩

と
芭
蕉
の
元
で
遊
ぶ
作
例
を
確
認
で
き
る
。応
挙
の
作
例
は
、こ
う
し
た
中
国
の
唐

子
図
を
日
本
の
子
ど
も
に
置
き
換
え
た
翻
案
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。後
に
大
乗

寺
襖
絵
に
描
い
た
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る
「
郭
子
儀
図
」
に
お
け
る
芭
蕉
モ

チ
ー
フ
も
、応
挙
が
中
国
に
お
け
る
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

始
興
の
作
例
で
は
犬
と
芭
蕉
は
仏
教
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
応
挙
が
こ
れ
を
翻
案
す
る
際
に
吉
祥
の
唐
子
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
芭
蕉
を
介
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
り
支

え
ら
れ
、
子
犬
か
ら
童
子
へ
の
変
換
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
犬
と
子
ど
も
は
図

様
と
意
味
の
両
方
で
入
れ
替
え
可
能
な
モ
チ
ー
フ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）応
挙
の
狗
子
図
＝
吉
祥
図

応
挙
に
帰
属
さ
れ
る
数
多
の
作
品
は
、
い
か
に
応
挙
の
絵
が
京
で
人
気
を
博
し

た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
狗
子
図
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

幅
広
い
層
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
子
犬
同
士
で
の
じ
ゃ
れ
合
う

仕
草
な
ど
、
応
挙
の
絵
を
通
し
て
人
々
が
子
犬
の
可
愛
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
代
人
も
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
深
く
共
感
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
犬
の
姿
は
、
当
時
に
お
い
て
は
吉
祥
画
と
い
う
建
前
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
盛
ん
な
購
買
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ほ
ぼ
必
ず

複
数
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
、そ
の
主
題
を
指
し
示
し
て
い
る
。

応
挙
は
ま
た
多
く
の
鯉
図
を
描
い
た
。鯉
に
は
立
身
出
世
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、そ
の
迫
真
的
な
写
実
表
現
や
ト
リ
ッ
キ
ー

な
視
覚
的
工
夫
に
言
葉
が
多
く
費
や
さ
れ
て
き
た
。応
挙
の「
竹
に
雀
図
屏
風
」も
、

〈
雀
＝
爵
〉と〈
竹
＝
祝
〉の
音
通
か
ら「
祝
爵
」が
導
き
出
さ
れ
、北
宋
以
来
の
花
鳥

画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
視
覚
の
実
験
で
革
新
的
な
画
風
を
拓
い
た
応
挙
の
作
品
は
、一
部

の
画
題
は
中
国
由
来
の
定
番
吉
祥
図
を
引
き
な
が
ら
、図
様
を
多
様
に
展
開
し
、描

写
を
一
新
し
て
い
る
。応
挙
の
中
国
絵
画
を
摂
取
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
意

味
と
造
形
の
乖
離
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
お
り﹇
註
三
二
﹈、作
品
を
享
受
す
る
層

に
合
わ
せ
た
幅
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
花
鳥
画
が
担
う
吉
祥
性
を
よ

く
踏
ま
え
、禅
の
公
案
と
い
う
や
や
韜
晦
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
狗
子
を
、

人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
画
題
へ
と
咀
嚼
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）蘆
雪
の
子
ど
も
好
き

同
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
中
に
は
、
森
祖
仙
の
猿
、
岸
駒
の
虎
と
い
っ
た
特

定
の
動
物
を
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
者
が
輩
出
し
た
。
動
植
物
は
吉
祥
性
の
強
い

画
題
で
あ
る
。
犬
は
、
蘆
雪
が
応
挙
か
ら
継
承
し
た
吉
祥
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

蘆
雪
が
子
ど
も
好
き
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
作
例
の
多
さ
と
表
現
の
的
確
さ

か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど
も
と
子
犬
を
合
わ
せ
て
描
く
例
が
多
い

の
も
、
犬
自
体
の
作
例
も
多
く
描
写
が
こ
な
れ
て
い
る
の
も
、
由
来
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

蘆
雪「
竹
に
狗
子
図
屏
風
」で
七
匹
の
犬
が
七
人
の
賢
人
を
代
替
し
、〈
犬
＝
人
〉

の
互
換
性
を
応
挙
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
一
笑
図
」（
同
志
社
大

学
文
化
情
報
学
部
蔵
）
に
は
右
幅
に
男
児
の
立
身
出
世
を
示
す
韓
信
の
股
く
ぐ
り

が
描
か
れ
、
左
幅
で
竹
の
下
に
て
子
ど
も
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
る
子
犬
は
笑
う

ど
こ
ろ
か
不
貞
腐
れ
た
表
情
を
し
て
諧
謔
味
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
笑

い
を
誘
い
つ
つ
モ
チ
ー
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
吉
祥
性
を
増
す
工

夫
で
も
あ
ろ
う
。

「
唐
子
睡
眠
図
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）【
図
4
】
は
上
掛
け
が
中
国
風
文
様

の
た
め
唐
子
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
が
、
身
近
に
実
在
し
た
子
ど
も
、
も
し
か
し
た

ら
蘆
雪
自
身
の
子
を
写
生
し
た
、
い
わ
ば
肖
像
画
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。で
は
な
ぜ
敢
え
て
唐
子
と
い
う
設
定
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
肖
像
は
、
像
主
の
寿
命
を
縮
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
遺
影
と
し
て
子
ど
も
の
肖
像
が
作
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）に
十
二
歳
で
没
し
た
細
川
幽
斎
の
五
男

を
描
く「
細
川
蓮
丸
像
」（
聴
松
院
蔵
）、九
歳
で
亡
く
な
っ
た
毛
利
元
就
の
兄
の
子

を
表
す
「
毛
利
幸
松
丸
像
」（
日
本
民
藝
館
蔵
）
の
い
じ
ら
し
い
表
情
は
見
る
も
の

の
胸
を
打
つ
。
他
に
も
一
芸
に
秀
で
た
有
名
人
や
、
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
際
、
幼
い
兄
弟
た
ち
と
描
か
れ
た
「
徳
川
慶
喜
七
歳
像
」（
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
、
身
近
な
子
ど
も
の
相
貌
を
写
し

と
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

肖
像
と
い
え
ば
蘆
雪
の「
大
原
女
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
画
中
に「
応

需
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
女
性
の
艶
か
し
い
流
し
目
や
大
原
女
ら
し
い
逞
し
さ

の
感
じ
ら
れ
な
い
主
題
と
表
現
の
噛
み
合
わ
な
さ
は
、
実
在
す
る
人
物
、
も
し
や

注
文
主
の
愛
妾
の
肖
像
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
註
三
三
﹈。蘆
雪
の
周
囲

に
は
一
種
の
見
立
て
で
肖
像
を
描
く
手
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
唐
子
睡
眠
図
」

に「
応
需
」の
文
字
は
な
い
。蘆
雪
は
紀
南
か
ら
戻
っ
て
程
な
く
二
歳
に
な
る
娘
を

亡
く
し
、
や
っ
と
息
子
を
得
た
頃
に
こ
の
絵
を
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

強
く
長
く
生
き
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
子
ど
も
を

唐
子
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
そ
の
子
は
赤
い
腹
か
け
を

し
て
お
り
、
豪
華
な
中
国
風
掛
け
布
団
の
み
が
創
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
き
留
め
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
見
立
て
て
縁
起
を

担
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）は
右
隻
と
左
隻
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭

で
、
全
体
の
意
図
を
汲
み
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
は
左
隻
の
唐
子
と
狗
子
の
場
面

を
見
る
と
【
図
5
】、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
辺
で
遊
ぶ
唐
子
と
犬

は
こ
ち
ら
岸
と
向
こ
う
岸
で
意
味
あ
り
げ
に
分
断
さ
れ
、
犬
が
あ
の
世
と
こ
の
世

の
境
界
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
読
み
取
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
水
流
に
悟
り
を
妨
げ
る
煩
悩
を
、
あ
る
い
は
向
こ
う
岸
は

生
ま
れ
く
る
子
の
此
岸
と
見
る
の
で
あ
る﹇
註
三
四
﹈。

蘆
雪
の
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
は
鹿
苑
寺
所
蔵
本
や
鉄
斎
堂
所
蔵
本
な
ど
複
数
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
多
く
の
唐
子
を
、白
象
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
、

水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
も
の
、「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
を
遊
ぶ
も
の
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
も
の
か
ら
な
る
。

す
る
と
先
の
唐
子
遊
図
も
水
辺
で
子
犬
と
戯
れ
る
型
で
あ
り
、
登
場
す
る
唐
子

の
う
ち
右
端
の
手
を
前
へ
出
す
子
は
「
子
と
ろ
子
と
ろ
」
に
近
い
仕
草
で
歩
み
去

る
こ
と
に
気
づ
く
。
水
辺
の
こ
ち
ら
岸
の
み
に
犬
が
い
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
の
子

た
ち
が
眉
を
寄
せ
て
手
を
振
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

向
こ
う
岸
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
岸
で
犬
を
抱
っ
こ
す
る
子

は
、
単
に
犬
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
犬
の
手
を
取
り
一
緒
に
向
こ
う
岸
の

子
へ
別
れ
の
挨
拶
の
仕
草
を
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
左
端
の
子
は
両
手
を
合
わ
せ
て

立
ち
、
傍
の
白
犬
を
手
を
叩
い
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

合
掌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
中
国
の
唐
子
図
に
も
明
末
清
初
の
陳
洪
綬

「
戯
嬰
図
」
や
伝
陳
洪
綬
「
合
歓
多
子
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
合
掌
す
る

子
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
へ
の
礼
拝
ご
っ
こ
、
神
仏
へ
手
を
合

わ
せ
る
姿
な
の
で
あ
る
。
水
流
と
い
う
境
界
で
隔
た
れ
た
彼
岸
に
対
し
、
此
岸
の

犬
は
子
ど
も
を
守
護
す
る
現
世
的
な
吉
祥
の
意
味
を
こ
の
画
面
で
も
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

蘆
雪
の
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
子
ど
も
が
慈
し
ま
れ
保
護
さ
れ

る
べ
き
存
在
へ
と
広
く
社
会
に
お
け
る
認
識
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換
期
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
誕
生
と
成
長
を
願
う
子
犬
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
師
の
応
挙
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
特
徴
を
捉
え
た
姿
で
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

西
洋
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
と
家
庭
中
心
主
義
の
核
家
族
が
形
成
さ
れ
、
経
済

的
な
豊
か
さ
と
相
ま
っ
て
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
社
会
的
な
要
請
に
加

え
て
、
画
家
の
子
ど
も
に
寄
せ
る
関
心
や
愛
情
を
反
映
し
た
様
々
な
作
品
が
描
か

れ
る
﹇
註
三
五
﹈。
蘆
雪
の
唐
子
と
狗
子
の
作
品
も
、
応
挙
の
試
行
錯
誤
や
人
口
へ
膾

炙
し
た
下
地
の
上
で
、
画
題
と
し
て
の
成
熟
を
土
台
に
展
開
し
た
例
と
言
え
る
。

蘆
雪
は
時
代
背
景
と
作
画
環
境
が
合
致
し
た
局
面
に
お
り
、
唐
子
と
狗
子
を
数
多

く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

蘆
雪
に
見
出
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
性
と
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
観
者
に
寄

り
添
う
表
現
の
謂
で
あ
ろ
う
。
観
者
の
見
た
い
も
の
、
感
じ
た
い
こ
と
に
応
じ
る

絵
。そ
こ
に
重
ね
て
絵
師
生
来
の
子
供
好
き
や
、南
紀
か
ら
戻
っ
て
後
、繰
り
返
し

自
分
の
子
供
を
失
う
体
験
が
さ
さ
や
か
な
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註一 

深
山
孝
彰
「
芦
雪
画
の
深
み
と
広
が
り
　
素
顔
の
芦
雪
を
求
め
て
」（『
長
沢
芦
雪
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
』展
図
録
、長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）。

二 

中
国
に
お
け
る
吉
祥
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。『
吉
祥―

中
国
美
術
に
こ
め
ら

れ
た
意
味
』展
図
録（
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
九
八
年
）、宮
崎
法
子『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
　

中
国
絵
画
の
意
味
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
八
年
）。

三 

今
橋
理
子「
仔
犬
と
髑
髏―

長
澤
蘆
雪
画
を
め
ぐ
る〈
こ
と
ば
遊
び
〉と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
同『
江
戸
の

動
物
画
　
近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、斉
藤
研
一『
子
ど
も
の

中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。

四 

金
井
紫
雲『
東
洋
画
題
綜
覧
』（
芸
艸
堂
、一
九
四
一
年
）。

五 

西
村
恵
信
訳
注『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、一
九
九
四
年
）。

六 

今
橋
、前
掲
書
。

七 Yukio Lippit “Taw
araya Sōtatsu and the w

atery poetic of Japanese ink painting”, res: 
Anthropology and aesthetics 51, 2007., Yukio Lippit “Puppy Love: The Legacy of Yi 
Am
’s Paintings in Edo-Period Japan”, Korean Journal of Art History313, 2022.

八 

今
橋
、前
掲
書
。

九 

猿
も
、テ
ナ
ガ
ザ
ル
を
描
け
ば「
猿
猴
捉
月
」に
、蜂
を
描
け
ば
高
位
に
封
ぜ
ら
れ
る
意
味
に
な
る
。宮

崎
、前
掲
書
。

一
〇 

中
国
の
戯
嬰
図
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。
畏
冬
『
中
国
古
代
儿
童
題
材
絵
画
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
松
田
智
恵
子
「
貨
郎
図
考―

中
国
風
俗
画
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
試
論
」（『
古
美

術
』
九
三
、
一
九
九
〇
年
）、Edited by Ann Barott W

icks, Childresn in Chinese Art, 
University of Haw

ai’i Press, 2002.

、黄
衛
霞『
清
代
嬰
戯
図
研
究
』（
江
蘇
大
学
出
版
社
、二
〇
一

六
年
）。

一
一 

唐
子
図
に
つ
い
て
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。黒
田
日
出
男「〈
唐
子
〉論―

歴
史
と
し
て
の
子
ど
も
の

身
体
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か
ら
だ
〉東
ア
ジ
ア
美
術
の
視

座
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
中
世
日
本
の
唐
子
　
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
史
の
た
め
に
」（『
教
育

学
年
報
』
八
、
二
〇
〇
一
年
）、
田
島
達
也
「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
表

象
の
世
界（
変
容
す
る
親
密
圏
／
公
共
圏
三
）』京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）。

一
二 

犬
図
の
系
譜
は
次
の
文
献
を
参
考
し
た
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
　
た
の
し
い
日
本
美
術
』（
講
談

社
、
二
〇
二
二
年
）、
都
甲
さ
や
か
「
総
説
　
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫―

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
」（『
特

別
展
　
い
ぬ
ね
こ
彩
彩―

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画―

』展
図
録
、大
和
文
華
館
、二
〇
二
三
年
）。

一
三 

都
甲
、前
掲
論
文
。

一
四 『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
』展
図
録（
静
岡
県
立
美
術
館
、二
〇
一
四
年
）。図
版
番
号
六
二
、作
品
解
説
福

士
雄
也
。

一
五 

そ
の
背
景
と
し
て
、
笑
い
顔
や
垂
れ
下
が
る
服
の
紐
が
特
徴
的
な
寒
山
拾
得
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、中
世
後
期
の
中
国
趣
味
を
挙
げ
て
い
る
。黒
田
、前
掲
論
文（
二
〇
〇
一
年
）。

一
六 

日
本
人
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
、中
世
に
関
し
て
は
黒
田
日
出
男「「
犬
」と「
烏
」と
」（『
増
補 

姿
と
し

ぐ
さ
の
中
世
史 

絵
図
と
絵
巻
の
風
景
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
他
に
次
を
参
照
し

た
。
谷
口
研
語
『
犬
の
日
本
史
　
人
間
と
と
も
に
歩
ん
だ
一
万
年
の
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）、
桐
野
作
人
・
吉
門
裕
『
愛
犬
の
日
本
史 

芝
犬
は
い
つ
狆
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
か
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

一
七 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
枕
草
子
』（
小
学
館
、一
九
七
二
年
）。

一
八 

近
衞
典
子
・
福
田
安
典
・
宮
本
祐
規
子
編『
江
戸
の
実
用
書 

ペ
ッ
ト
・
園
芸
・
く
ら
し
の
本
』（
ぺ
り
か

ん
社
、二
〇
二
三
年
）。

一
九 

中
国
の
家
族
に
つ
い
て
下
記
を
参
照
し
た
。加
地
伸
行
ほ
か『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
九
中
国
』（
第
一
法
規

出
版
、一
九
八
四
年
）、五
味
知
子「
中
国「
近
世
」の
女
性
と
家
」（
早
川
紀
代
ほ
か
編『
歴
史
を
ひ
ら
く

―

女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
世
界―

』お
茶
の
水
書
房
、二
〇
一
五
年
）、小
浜
正
子

ほ
か
編『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
八
年
）、大
澤
正
明『
妻
と

娘
の
唐
宋
時
代
　
史
料
に
語
ら
せ
よ
う
』（
東
方
書
店
、二
〇
二
一
年
）、小
浜
正
子
・
板
橋
暁
子
編『
東

ア
ジ
ア
の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―

規
範
と
逸
脱
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）。

二
〇 

通
史
は
下
記
を
主
に
参
照
し
た
。『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
』
全
七
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
七
年
）、

森
山
茂
樹
・
中
江
和
恵『
日
本
こ
ど
も
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
二
年
）。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
高
橋
敏
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代 

躾
と
消
費

か
ら
み
る
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
）、沢
山
美
果
子『
性
と
生
殖
の
近
世
』（
頸
草
書
房
、二
〇
〇

五
年
）、太
田
素
子『
近
世
の「
家
」と
家
族 

子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
史
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一

年
）、服
藤
早
苗
監
修『
歴
史
の
な
か
の
家
族
と
結
婚―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』（
森
話
者
、二
〇
一

一
年
）、
柴
田
純
『
日
本
幼
児
史―

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
西
谷
正

浩『
中
世
は
核
家
族
だ
っ
た
の
か
　
民
衆
の
暮
ら
し
と
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
一
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示
　
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
』（
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、

二
〇
二
〇
年
）、同
監
修『
新
書
版 

性
差（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
日
本
史
』（
集
英
社
、二
〇
二
一
年
）。

二
一 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
今
昔
物
語
集
二
』（
小
学
館
、一
九

七
二
年
）。

二
二 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）。

二
三 

子
ど
も
の
図
版
は
次
の
文
献
に
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。黒
田
日
出
男『〔
絵
巻
〕子
ど
も
の
登
場
　
中
世
社
会
の
子
ど
も
像
』（
河
出
書
房
新
社
、一

九
八
九
年
）、『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
後
者
に
つ

い
て
は
批
判
も
あ
る
。中
村
敏
春「
家
族
、母
子
、家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
読
解
の
た
め
の
序
論
」（『
絵
画
と

私
的
世
界
の
表
象
』前
掲
書
）。

二
四 

渡
辺
京
二『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
五
年
。初
出
／
葦
書
房
、一
九
九
八
年
）。

二
五 

斉
藤
、前
掲
書
。

二
六 

黒
田
、前
掲
書
。

二
七 

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」・
浅
野
秀
剛
「
美
人
画
へ
の
子
ど
も
の
登
場
」（『
公
文
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

母
子
絵
百
景 

よ
み
が
え
る
江
戸
の
子
育
て
』河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
）。

子
ど
も
と
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
下
記
が
詳
し
い
。江
戸
子
ど
も
文
化
研
究
所
編『
浮
世
絵
の
な
か
の

子
ど
も
た
ち
』（
く
も
ん
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

編『
遊
べ
や
遊
べ
！
子
ど
も
浮
世
絵
展
』（
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
〇
三
年
）。

二
八 

永
瀬
恵
子
「
渡
辺
始
興
と
円
山
応
挙
の
「
狗
子
図
」
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
女
子
短
期
大
学
研
究
集
録
』
二

七
、一
九
九
四
年
）、近
藤
壮「
円
山
応
挙
と
十
八
世
紀
の
公
家
社
会―

渡
辺
始
興
と
の
関
係
に
注
目
し

て―

」（『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録
、根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）。

二
九 

近
藤
、前
掲
論
文
。

三
〇 

村
田
隆
志
解
説
『
開
基
足
利
義
満
六
〇
〇
年
忌
記
念
　
若
冲
展
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年
）、
内
山
か
お
る
「
障
壁
画
の
時
空―

伊
藤
若
冲
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
場
合―

」（『
美
術
史

学
』三
六
、二
〇
一
五
年
）。

三
一 

宮
崎
、前
掲
書
。

三
二 

野
口
剛「
円
山
応
挙
の
中
国
絵
画
受
容
と
そ
の
特
質
」（『
国
華
』一
四
八
四
、二
〇
一
九
年
）。

三
三 

山
下
裕
二
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
漫
遊
記
三
七
　
色
っ
ぽ
い
大
原
女
は
誰
の
愛
人
？
」（『
週
刊
朝
日
百
科
　

美
術
館
を
楽
し
む
三
七
静
岡
県
立
美
術
館
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
文
献
に
つ
い
て
、
山
下

善
也
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

三
四 

深
山
、
前
掲
論
文
。M

atthew
 P. M

cKelw
ay

（
作
品
解
説
）, Rosetsu: Ferocious Brush, M

useum
 

Rietberg Zurich, Prestl, 2018.

三
五 

森
洋
子『
子
供
と
カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
　
中
世
か
ら
十
八
世
紀
へ
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
〇
二
年
）。

図
版
出
典

１
　『
生
命
の
彩―

花
と
生
き
も
の
の
美
術―

』展
図
録（
大
和
文
華
館
、二
〇
一
八
年
）

２
　『
円
山
応
挙―

「
写
生
」を
超
え
て―

』展
図
録（
根
津
美
術
館
、二
〇
一
六
年
）

３
　
李
飛『
吉
祥
百
子
　
中
国
伝
統
戯
嬰
図
』（
西
泠
印
社
、二
〇
〇
七
年
）

４
・
5
　『
長
沢
芦
雪
展
　
京
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
』図
録（
長
沢
芦
雪
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
七
年
）

付
記本

論
文
は
、
公
益
財
団
法
人 

豊
秋
奨
学
会
の
助
成
（
研
究
題
目
「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
子
ど
も
の
表

象
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」二
〇
二
一-

二
三
年
度
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。英
文
要
旨
は
エ

デ
ィ
テ
ー
ジ
に
よ
る
校
閲
を
受
け
た
。本
稿
脱
稿
後
、内
容
的
に
関
連
の
深
い
、金
子
信
久『
日
本
の
動
物

絵
画
史
』（
N
H
K
出
版
、二
〇
二
四
年
）が
刊
行
さ
れ
た
の
で
記
し
お
く
。

執
筆
者

本
田
　
光
子（
美
術
学
部
芸
術
学
専
攻
　
准
教
授
）


